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研究成果概要 
	 雷雲による二次粒子の加速現象を観測することにより、身近な粒子加速のメカニズム

の新たな知見を得ること、及び、雷と空気シャワーとの関係を調べるために、平成 27 年

8 月 19 日から 9 月 16 日の約３週間、乗鞍観測所にて雷γ線観測用ガンマ線検出器、シン

チレーション検出器、電界計、環境モニター等を用いた雷雲起源γ線の観測を行った。	 		

	 NaI、CsI、BGO の３結晶を用いたγ線観測装置は、70keV-120MeV と 3 桁のエネルギー

領域をカバーする。解析では 0.07-0.5	MeV、0.5-3	MeV	、>3	MeV のエネルギー帯に分け

解析した。残念ながらこの間雷雲は通過せず、雷雲由来のγ線バースト現象も見つから

なかった。しかしながら、装置は	3MeV 以下では降雨時のラドン由来のγ線増加を捉え、

>3	MeV では降雨時の増加が見られず、雷雲が通過した際には>3MeV ではラドン由来γ線

とそれ以外のγ線の寄与を弁別しうることを示すことが出来た。又 3000m	の高地での実

証実験はできたと考えている。来期も乗鞍観測所にて観測を予定しており、雷雲通過時

における高地での雷雲と空気シャワー観測装置との関連の有無の検証、及び雷現象と関

連した（あるいはしない）放射線量の増減事象を捉えたいと考えている。	
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